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製品の入手
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HYCU R-Cloud Hybrid Cloud Edition（略称R-Cloud HCE）について

• HYCU R-Cloud Hybrid Cloud Editionとは、オンプレミス環境のデータ保護（バックアップ/アーカイブ/復元等）を提

供するバックアップソリューションであり、仮想アプライアンス形式で提供される製品である。

• HYCUサーバーは動作モードは３つ：

• HYCUバックアップコントローラー：仮想マシンと物理マシンのデータ保護を実行する。Nutanixクラスタ上、

vSphereクラスタ上、またはAzure Localクラスタ上に展開し、1台で複数のクラスタ環境と物理マシンの保護が可能。

• HYCUインスタンス：ファイルサーバーのデータ保護を実行するプロキシとして動作する。 Nutanix Files を保護する

場合はNutanix Filesが稼働するクラスタ上に展開する。その他のファイルサーバーをバックアップする場合は展開先は

特に指定なし。

• HYCUマネージャー：複数のHYCUバックアップコントローラーを統合監視する用途として使用する。多くの場合展開

は不要。

• HYCU内蔵のディスクには構成情報やログを保持し、バックアップやアーカイブデータはメタデータを含め外部スト

レージに保持する。

• バックアップデータを異なるプラットフォーム（NutanixからVMware/Azure Localへ、またはその逆）へ復元が可能。

また、HYCUクラウド製品と連携することで、オンプレミスとクラウド間での双方向の復元も可能。
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基本構成

仮想基盤
物理サーバ

バックアップ リストア

• バックアップコントローラーと呼ばれる仮想アプライアンスの展開（３分作業）

HYCU

バックアップ
コントローラ

保存場所 • SMB/NFS接続のNAS

• iSCSIストレージ

• クラウドストレージ、S3互換ストレージ
（AWS/Azure/Google Cloud/Wasabi等）

ブラウザから管理

HYCU

インスタンス

ファイルサーバー

• ファイルサーバー用にはインスタンスと呼ばれる仮想アプライアンスを追加で展開

• OSやデータベースの構築作業や費用が一切不要。エージェント不要はHYCUだけ！
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HYCUサーバーについて

• HYCUサーバーはRocky Linuxをベースに必要なソフトウェアをパッケージ化した軽量の仮想アプ

ライアンスです。

• 30日間のフリートライアルのキーが組み込まれている為、ライセンスが無くても直ぐに評価を開

始できます。

フリートライアルのリクエストはこちら：https://www.hycu.com/ja/get/trial-start

• ビルドはイメージファイルとして提供しており、イメージファイルはサポートポータルから入手

できます。

https://support.hycu.com/hc/en-us

Nutanix環境に展開するqcow2イメージファイル、

VMware環境に展開するovfテンプレートとvmdkファイル、

Azure Local環境に展開するvhdファイルの3種類があります。

• 30日間のトライアル期間のほかトライアルライセンス・NFRライセンス・正規ライセンスがあり、

トライアルとNFRのライセンスキーは申請により提供可能です。

https://www.hycu.com/ja/get/trial-start
https://support.hycu.com/hc/en-us


バックアップコントローラーの展開
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① イメージファイルのアップロード

シナリオ１：AHVへのバックアップコントローラーの展開

② 仮想アプライアンスの作成

例：hycu-5.1.0-2871.qcow2の場合

※登録名はイメージ名と統一すること
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シナリオ１：AHVへのバックアップコントローラーの展開

Disk: CD-ROMの削除（オプション）

Disk1台目：イメージサービスからクローン

Disk2台目：データディスク（メタデータと

ログ保存用）として32GBディスクを作成
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シナリオ１：AHVへのバックアップコントローラーの展開

NICの追加：

Nutanix環境との接続は1台目のNICとなりますが、異なるネットワークに接続されてい

るストレージをターゲットとする環境では複数NICを設定します。

HYCU側でNIC枚数の制限はありません。

③ 仮想マシン作成後、仮想マシンを起動



11

④ 仮想アプライアンスのモード指定
「1 HYCU Backup Controller」と
ネットワーク設定の入力

以上で展開作業は終了

⑤ ブラウザから管理画面に接続

https://(コントローラーのアドレス):8443 に接続

シナリオ１：AHVへのバックアップコントローラーの展開

ユーザー名：admin

パスワード：admin
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① OVFテンプレートのデプロイ

シナリオ２：ESXiへのバックアップコントローラーの展開

② ウィザードに従い、設定を進める

vCenterから[OVFテンプレートのデプロイ]を実行し、[ローカルファイル]

の[ファイル選択]ボタンからダウンロードしたファイル2つを指定
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③ OVFテンプレートのデプロイ

シナリオ２：ESXiへのバックアップコントローラーの展開

④ ネットワーク情報を入力

[設定]画面で[HYCU Backup Controller]を選択し、[NEXT]に進む。
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⑤ OVFテンプレートのデプロイ

シナリオ２：ESXiへのバックアップコントローラーの展開

設定を確認し、問題が無ければ[FINISH]をクリック

注意点：展開後にCPU数とメモリ容量を要件に合わせて変更

してください。その後にVMを起動します。

⑥ ブラウザから管理画面に接続

https://(コントローラーのアドレス):8443 に接続

以上で展開作業は終了

ユーザー名：admin

パスワード：admin
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言語の切り替え

サインイン後、最初は英語画面になっていますが、アカウント毎に言語の指定が可能です。

表示言語を切り替えるには、画面右上のアカウントをクリックし、[Update Profile]を選択します。

[Language]で日本語を選択し、[Save]ボタンをクリックします。
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完全な製品日本語対応
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補足

・作成した仮想マシンのローカルのコンソール接続する場合の既定のアカウントはこちら
ユーザ名：hycu
パスワード：hycu/4u

・ESXi環境への展開後はHYCU VMのCPU数とメモリ容量を環境に合わせて変更してください。

・パスワード変更は右上のアカウント名をクリックすると表示されるメニューの[パスワードを変更する]
から実行します。
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• HYCU VMは時刻設定を行う必要がありません。HYCU  VMが稼働するNutanixクラスタを

ソースとして登録することで、Nutanixクラスタ側の時刻設定を引き継ぎます。

vSphere環境では、vSphere環境から時刻設定を引き継ぎます。

Azure Local環境では、時刻設定を引き継ぐことができません。

• 帯域幅は「管理」→「ネットワーク」→「スロットリング」メニューで設定

宛先、帯域幅制限、時間帯を指定

• 通知は画面左「イベント」→「通知」で設定

EメールまたはWebhookを利用

カテゴリーとステータスを指定

• Active Directory連携やシングルサインオン対応、RBAC権限管理、セルフサービス

補足
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データ取得の仕組み

データ取得ルールはポリシー内で指定

• データ取得はバックアップ、コピー、アーカイブの３タイプ

• 仮想マシンのバックアップは基本的に「完全バックアップ+増分バックアップ」方式

ただし、Nutanix環境やVMware vSAN/vVol環境では

永久増分方式＝「スナップショットのみ」+ 「オブジェクトストレージへの永久増分アーカイブ」が可能

• 物理マシンのバックアップは「完全バックアップ+増分バックアップ」方式

• ファイルサーバーのバックアップは「完全バックアップ+増分バックアップ」または「永久増分バックアップ」の２種類

• アーカイブは「オブジェクトストレージストレージへの永久増分アーカイブ」または「その他ストレージへの常にフル

アーカイブ」の２種類。

• コピーはバックアップデータのコピー実行

• バックアップのスケジュールはポリシー内のバックアップ頻度とバックアップウィンドウで管理

• コピーのスケジュールはコピーウィンドウで管理

• アーカイブのスケジュールは開始日/時間を指定

• データ取得時にデータの保持期間を指定し、期限切れ後に紐付くデータ（完全+増分）が削除可能なタイミングでまとめて

削除される。削除は１時間毎に実行するクリーンアップジョブにて行っている
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対象ソース 種類 データ取得方式 バックアップ先 アーカイブ先（長期保管）

Nutanix AHV/ESXi 仮想マシン

完全/増分バックアップ SMB/NFS/iSCSI/オブジェクトストレージ オブジェクトストレージ

永久増分バックアップ
（スナップショット+永久増分アーカイブ）

スナップショット オブジェクトストレージ

VMware vSphere 仮想マシン 完全/増分バックアップ SMB/NFS/iSCSI/オブジェクトストレージ オブジェクトストレージ

VMware vSAN/vVolのみ 仮想マシン
永久増分バックアップ

（スナップショット+永久増分アーカイブ）
スナップショット オブジェクトストレージ

Azure Local 仮想マシン 完全/増分バックアップ SMB/NFS/iSCSI/オブジェクトストレージ オブジェクトストレージ

Windows 物理マシン 完全/増分バックアップ SMB オブジェクトストレージ

Linux 物理マシン 完全/増分バックアップ NFS オブジェクトストレージ

ファイルサーバー 共有フォルダ 永久増分バックアップ SMB/NFS/オブジェクトストレージ
SMB/NFS/オブジェクトストレージ
※アーカイブではなくコピー

データ取得方式の一例
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1. ソース（保護対象）としてNutanixクラスタやVMwareクラスタを登録

2. ソースとしてNutanix Filesを登録（Nutanix Filesが存在する場合）

3. ターゲット（バックアップストレージ）の登録

4. ポリシー（バックアップ/アーカイブ等のジョブのルール）の作成と割り当て

5. 仮想マシン/ファイルフォルダ/アプリケーション単位の復元

運用で必要となる作業



インスタンスの展開
インスタンスはNutanix Filesなどのファイルサーバーのバックアップに使用します。

この章はNutanix Filesをバックアップする手順を紹介しており

仮想マシンをバックアップする場合は、この章をスキップしてください。
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Nutanix Filesのバックアップ

Nutanix Filesに代表されるファイルサーバーのバックアップにプロキシとして動作するインスタンスを使用します。バックアップ

の設定はバックアップコントローラーから行いますが、インスタンスがバックアップと復元の処理を担当し、バックアップデータ

を直接ターゲット（保存場所）に転送します。

バックアップコントローラーはNutanix CVMと通信をするため、インスタンスも同様にNutanix CVMと通信するネットワークに接続

します。ただし、FilesのバックアップはSMB共有フォルダ/NFS共有フォルダ単位で取得するため、クライアント側のネットワークと

も通信できる必要があります。

下図のように、「Storage Network」と「Client-Side Network」の両方と通信できる必要があります。
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両ネットワーク間が疎通する環境では、バックアップコントローラーとインスタンスはNIC1枚を使ってネットワークに接続できます。

ですが、両ネットワークが疎通しない環境では、NICを2枚登録し各ネットワークに接続設定を行う必要があります。

今回は「Storage Network」と「Client-Side Network」が完全に分離されていることを前提にした手順をご紹介します。

設定の流れはこちらです。

事前準備：

• バックアップコントローラーにソースとしてNutanix Filesクラスタを登録

• Nutanix FilesクラスタにHYCUイメージファイルをアップロード

設定手順：

1. バックアップコントローラー画面から、2枚目のNICのネットワークを設定

2. バックアップコントローラー画面から、インスタンスを手動展開

3. インスタンスのNIC設定

Nutanix Filesのバックアップ
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① ソースの追加

HYCU画面でソースに進みます。ハイパーバイザー

としてNutanix Files クラスタを登録します。

事前準備
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② イメージファイルのアップロード

例：hycu-5.0.0-1491.qcow2の場合

※登録名はイメージ名と統一すること

事前準備
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１．バックアップコントローラーで２枚目のNIC設定

① Prism画面からバックアップコントローラーをシャットダウンし、2枚目のNICを追加します。
その後、マシンを起動します。

② HYCU管理画面にサインインし、画面右上の管理メニューから[ネットワーク]をクリックします。

③ 2枚目のNICを選択し、[編集]ボタンをクリックします。
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１．バックアップコントローラーで２枚目のNIC設定

④ クライアントネットワーク側のIP設定を入力します。デフォルトゲートウェイをストレージネットワーク側で
有効にする為、こちらは空白のままにし、[保存]をクリックします。
※クライアントネットワーク側にデフォルトゲートウェイを設定する場合はこちらにゲートウェイのIPアドレス
を入力します。

「このポートでリスニングを有効にする」

を有効化すると、HYCU管理画面に接続が

できます。ポート番号を指定します。
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１．バックアップコントローラーで２枚目のNIC設定

⑤ ネットワーク設定の変更により、一度セッションが切断されるため、再度接続します。
その後、ネットワーク設定が反映したことが確認できます。

今回はストレージネットワーク側が[メイン]となっています。クライアントネットワークを経由してクラウド等に

バックアップする場合、クライアントネットワーク側を[メインに設定]にする必要があります。これは、[メイン]

のネットワークがデフォルトゲートウェイを持つ為です。
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２．インスタンスの展開

① HYCUインスタンスメニューにクリックします。

② [+新規]ボタンをクリックします。
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２．インスタンスの展開

③ インスタンスのIP設定を行います。ここでは、ストレージネットワーク側に
接続するNICが1枚の構成になります。最後に[保存]をクリックします。
数分後、インスタンスが正常に作成されたことが確認できます。
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３．インスタンスのNIC設定

① Prism画面からインスタンスをシャットダウンし、2枚目のNICを追加します。その後、マシンを起動します。

② SSHでインスタンスに接続し、NICのネットワークを設定します。
ローカルコンソールのアカウント
ユーザー名：hycu
パスワード：hycu/4u

③ テンプレートファイルを/tmpディレクトリにコピーします。
cp /opt/grizzly/misc/ifcfg-mainnetwork.template /tmp/ifcfg-mainnetwork
もう１つコピーします。
cp /opt/grizzly/misc/ifcfg-mainnetwork.template /tmp/ifcfg-clientnetwork
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３．インスタンスのNIC設定

④ メインネットワークのIP設定を行います。
nano /tmp/ifcfg-mainnetwork

⑤ 以下の値を入力します。
• HWADDR=（メインNICのMACアドレス）

※MACアドレスはPrismの仮想マシン設定から確認
• DEFROUTE=yes（デフォルトゲートウェイ側をYes）

• IPADDR=（IPアドレス）
• PREFIX=（サブネット）
• GATEWAY=（ゲートウェイ）
• DOMAIN=（ドメイン名）
• DNS1=（DNSサーバー）

⑥ 最後に、CTRL + X を入力し、次の確認にてY を入力
し保存します。
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３．インスタンスのNIC設定

⑦ クライアントネットワークのIP設定を行います。
nano /tmp/ifcfg-clientnetwork

⑧ 以下の値を入力します。
• HWADDR=（クライアントNICのMACアドレス）

※MACアドレスはPrismの仮想マシン設定から確認
• DEFROUTE=no（デフォルトゲートウェイ側をYes）

• IPADDR=（IPアドレス）
• PREFIX=（サブネット）
• GATEWAY=（ゲートウェイ）

※ゲートウェイ側でない場合はブランク
• DOMAIN=（ドメイン名）
• DNS1=（DNSサーバー）

⑨ 最後に、CTRL + X を入力し、次の確認にてY を入力
し保存します。
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３．インスタンスのNIC設定

⑩ 編集したファイルを/hycudata/etc/sysconfig/network-scriptsにコピーします。
sudo cp /tmp/ifcfg-* /hycudata/etc/sysconfig/network-scripts

⑪ cd /etc/sysconfig/network-scriptsコマンドを実行し、次に ls コマンドでifcfg-internal_xxx ファイルを探します。

⑫ sudo rm ifcfg-internal_* コマンドでファイルを削除します。

⑬ sudo systemctl reboot コマンドでインスタンスを再起動します。設定は以上です。
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３．インスタンスのNIC設定（補足）

※クライアントネットワークを[メイン]に設定する場合、

インスタンス側の/opt/grizzly/config.propertiesファイルに以下の値を登録し、インスタンスを再起動する必要があります。

catalog.master.url.override=https://(IP address):8443

このIP addressとは、バックアップコントローラーのストレージネットワーク側のIPアドレスです。この値により、クライアント側が

[メイン]に変更されても、インスタンスは引き続きストレージネットワーク経由でバックアップコントローラーの設定情報を取得します。

設定方法はこちらです。

1. SSHでインスタンスに接続します。

2. config.propertiesファイルを開きます。

sudo nano /hycudata/opt/grizzly/config.properties を実行します。

3. 一番下にcatalog.master.url.override=https://(IP address):8443を追加します。

4. CTRL + X を入力し、次の確認にてY を入力し保存します。

5. sudo systemctl reboot コマンドでインスタンスを再起動します。

以上です。



ソースの登録
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ソースとしてNutanixクラスタを登録

ハイパーバイザータブを選択し、「+新規」を
クリックします。

① HYCU画面でソースに進みます。
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ソースとしてNutanixクラスタを登録

② Nutanixクラスタ接続のため、次の値を入力します。

• URL：Nutanixクラスタのアドレスをhttps://xxx:9440の形式で入力
• ユーザー名：
• 上記ユーザーのパスワード：

※URLの最後の / は入力しないこと。入力すると無効なURLと表示されます。
※Nutanix側のアカウントはCluster Adminロールが必要です。
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ソースとしてNutanixクラスタを登録

登録が完了すると画面左側の「仮想マシン」メニューから保護対象のインベントリ情報が確認できます。

ここでソースの登録は完了ですが、管理権限のある資格情報を割り当てることで、VM内のアプリケーション認識・アプリ

ケーションバックアップ、プレ/ポストコマンドの実行、ファイルデータの直接復元等が実行できるようになります。
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資格情報の割り当て

① 画面右上の[資格情報]ボタンをクリックします。

② [+ 新規]ボタンをクリックし、アカウントを登録します。

③ [仮想マシン]ビューから対象となるVMもしくは物理
マシンを選択し、再度[資格情報]ボタンをクリックし
ます。割り当てるアカウントを選択し、[割り当て]ボ
タンをクリックして、割り当ては完了です。
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資格情報の割り当て

[検出]列に緑のチェックマークが付けば、自動検出は正常に完了しています

アプリケーションが自動検出されると、[アプリケーション]ビューに検出されたアプリケーションがリスト表示されます。



ソースとしてNutanix Filesを登録
この章はNutanix Filesを登録する手順を紹介しており

仮想マシンをバックアップする場合は、この章をスキップしてください。

43
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ソースとしてNutanix Filesを登録

① HYCU画面でソースに進みます。

ファイルサーバータブを選択し、「+新規」を

クリックします。
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② Files接続のため、次の値を入力します。

• URL：Nutanix Filesのクライアントネットワーク側のアドレスをhttps://xxx:9440の形式で入力

• REST APIユーザー名：

• 上記ユーザーのパスワード：

ソースとしてNutanix Filesを登録
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③ 共有フォルダバックアップのため、次の値を入力します。

• SBMバックアップ管理ユーザー名：

• 上記ユーザーのパスワード：

ソースとしてNutanix Filesを登録
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以上で登録作業は完了です。

「共有フォルダ」メニューにNutanix Files上の共有フォルダが表示されます。

ソースとしてNutanix Filesを登録
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※Nutanix FilesのクライアントネットワークのアドレスはPrism画面→[File Server]メニューから対象

Filesを選択し、[Update]→[Network Configuration]画面から確認できます。

ホスト名へ名前解決できている場合はホスト名を使用できます。

ソースとしてNutanix Filesを登録
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※Nutanixにアクセスする際に使用するアカウント情報はPrism画面→[File Server]メニューから対象Filesを選択し、

[Configure]→[Manage roles]画面から確認できます。

ソースとしてNutanix Filesを登録



ターゲットの登録
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シナリオ１：NASをバックアップターゲットとして登録

「+追加」ボタンをクリックし、タイプでSMBを選択します

① HYCU画面左「ターゲット」を選択します
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[同時バックアップ数]欄に同時バックアップのジョブ数を入力します。
VM４台を同時にバックアップする場合はここに４の値を入力します。
1つのターゲットに対し複数台を同時バックアップできますが、スト
レージのスループットやHYCU VMのリソースに大きく影響を受ける
ため、あまり大きな値を入力しないことが多いです。

[アーカイブに使用]欄は、アーカイブ専用ストレージの場合にトグル
を有効にします。

[圧縮を有効にする]欄は、バックアップデータの圧縮を有効・無効に
できます。

② 任意のターゲット名を入力

シナリオ１：NASをバックアップターゲットとして登録
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③ ターゲットタイプの選択

権限のあるアカウント情報、SMBサーバー、共有フォルダの情報を
入力します。

[ターゲットの暗号化]を有効にすると、AES256によるデータ暗号化
が有効になります。データ転送中およびデータ保存中のデータが暗
号化されるため、セキュリティが強化されます。
[保存]ボタンをクリックすることで、ターゲット登録は完了です。

※NASの場合、容量オプションは空欄にします

シナリオ１：NASをバックアップターゲットとして登録
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「+追加」ボタンをクリックし、タイプでAWS S3を選択します
※Wasabi等AWS S3互換ストレージもこのタイプを選択します

① HYCU画面左「ターゲット」を選択します

シナリオ２：クラウドをアーカイブターゲットとして登録
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[同時バックアップ数]欄に同時バックアップのジョブ数を入力します。
VM４台を同時にバックアップする場合はここに４の値を入力します。
1つのターゲットに対し複数台を同時バックアップできますが、スト
レージのスループットやHYCU VMのリソースに大きく影響を受ける
ため、あまり大きな値を入力しないことが多いです。

[アーカイブに使用]欄は、アーカイブ専用ストレージの場合にトグル
を有効にします。

[圧縮を有効にする]欄は、バックアップデータの圧縮を有効・無効に
できます。

※オブジェクトストレージをアーカイブターゲットにすると自動的
に永久増分方式になります。

② 任意のターゲット名を入力

シナリオ２：クラウドをアーカイブターゲットとして登録
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シナリオ２：クラウドをアーカイブターゲットとして登録

AWS S3バケットの場合、ストレージクラスを指定できます。

③ 接続情報の名を入力
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ターゲットの登録

「ターゲット」メニューを開くと、保存場所のタイプ、健全性、容量や使用率等が把握でるようになっています。
健全性とは、15分毎に実行するストレージへの接続テスト・読み書きテストの結果で判断しており、成功すると緑
のチェックマークになります。失敗時はストレージへのアクセスに問題が発生していることを意味します。



ポリシーの作成
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ポリシーの作成

ポリシーとはデータ保護のルールであり、RPO（目標復旧時点）、RTO（目標復旧時間）、保持期間を元に設定し、
バックアップ、コピー、アーカイブなどのジョブを１つにまとめて作成します。このポリシーを保護対象に割り当
てることで、ジョブを実行します。

HYCU画面左「ポリシー」を選択します
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ポリシーの作成

「既定に設定」ボタンは既定のポリシーを設定します。ポリシーを割り当てていないVMや共有フォルダにポリシー
を割り当てます。Prismから新しくVMを作成し、HYCUがPrismと同期すると、この新しいVMにも既定のポリシーが
割り当てられます。
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「タイムウィンドウ」ボタンからバックアップウィンドウとコピーウィンドウを設定します。
ポリシー1つに対し、バックアップウィンドウを一つ割り当てることができる為、異なる時間帯にバックアップを実行
するには複数バックアップウィンドウを作成すると役に立ちます。コピーウィンドウも同様です。

バックアップウィンドウの作成

平日は増分バックアップのみ、週末は完全バックアップ
と増分バックアップを実行するようなルールを作成する
ことができます。
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シナリオとしては、S3バケット等へ永久増分方式でデータを保存する場合にアーカイブポリシーを作成します。
NASへのバックアップ時には、アーカイブは特に不要です。
「アーカイブ」ボタンをクリックし、アーカイブのルールを作成します。
ターゲット作成の際に、「アーカイブに使用」トグルを有効化したターゲットが、アーカイブ保存先になります。
日次、週次、月次、年次のジョブが作成でき、組み合わせは自由です。
※オブジェクトストレージへのアーカイブは永久増分方式となり、それ以外のストレージへのアーカイブは常に
完全データ方式になります。

アーカイブポリシーの作成
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バックアップポリシーの作成

「+新規」ボタンからポリシーを作成します

デフォルトでは[有効なオプション]欄でバックアップにチェックが入っています。バックアップのみ実行する
場合はこのままで下の設定に進みますが、アーカイブジョブ等の追加が必要な場合はチェックを入れます。
バックアップウィンドウ設定とコピーウィンドウはトグルを有効にすることで設定できます。

コピー：コピージョブを有効にします。バックアップジョブ完了後、別のターゲットにデータコピーを行います。
リソースに空きのあるタイミング（非同期）で行い、コピーウィンドウで実行時間帯を指定できます。
アーカイブ：アーカイブジョブを有効にします。
FAST RESTORE：スナップショットの保持期間を指定します。複数世代のスナップショットを保持することで、
迅速な復元が必要な場合にはスナップショットから高速復元を実現にします。
BACKUP FROM REPLICA：Nutanix保護ドメインを活用し、Nutanixリモートクラスタ上のVMからバック
アップをする場合、ローカルにレプリケートされたレプリカからバックアップを実行します。
自動割り当て：Nutanix Prism Centralのカテゴリ、VMware vCenterのタグやカスタム属性を指定することで、
対象VMにポリシーを自動で割り当てます。
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NASへのバックアップポリシー

NASへのバックアップは定期的に完全バックアップを取得しま
す。[新しいバックアップチェーンを開始する]完全バックアッ
プと増分バックアップの連結に関する設定です。

[バックアップのしきい値]次回の完全バックアップを実行する
までのしきい値を指定します。デフォルトでは25％となってお
り、初回完全バックアップの後は増分バックアップを実行しま
すが、前回の完全バックアップから計算してデータ変更率が
25%になると、再度完全バックアップを実行します。

[バックアップチェーンの長さ]では完全バックアップと増分
バックアップの世代数を指定します。この値を7にすると、完全
バックアップ+増分バックアップ6世代＝7世代となります。そ
の次のバックアップが完全になります。

[バックアップのしきい値]と[バックアップチェーンの長さ]の両
方を有効にすると、どちらからの条件に当てはまる時に完全
バックアップを実行します。
※[バックアップウィンドウ]の制限により、完全バックアップ
が実行されないこともございます。その場合は設定より多く増
分バックアップが続きます。
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AWS S3への永久増分ポリシー

AWS S3への永久増分方式は
「バックアップ＝スナップショット」と「アーカイブ」
の組み合わせになります。
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ファイルサーバーの永久増分バックアップの有効化

ファイルサーバーは共有フォルダ単位で「永久増分方式」を有効・無効設定できます。

1. 「共有フォルダ」メニューから対象共有フォルダを選択し、「構成」ボタンをクリック

2. 「永久増分バックアップ」トグルを有効化

以上です。バックアップポリシー内のチェーン設定がどのようになっていても、共有フォルダ

のバックアップは常に増分バックアップになります。
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ポリシーの割り当て

管理画面左の「アプリケーション、仮想マシン、ボリュームグループ、共有フォルダ」等のメニューへ進みます。
保護対象を選択後、「ポリシーの割り当て」ボタンをクリックし、保護対象へポリシーを割り当てます。
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バックアップの手動実行

管理画面左の「アプリケーション、仮想マシン、ボリュームグループ、共有フォルダ」等のメニューへ進みます。
保護対象を選択後、「バックアップ」ボタンをクリックし、保護対象へポリシーを割り当てます。
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バックアップのステータス確認

保護対象を選択すると、画面下に詳細ビューが表示されます。

BCKPアイコンはバックアップの意味であり、カーソルを合わせると有効期限が表示されます

FULLは完全バックアップ

INCRは増分バックアップ

COPYはコピーデータ

ARCHはアーカイブ

SNAPはスナップショットを意味します

ディスクを除外したバックアップは
アイコンに●が付きます

バックアップステータスのチェックをクリックすると、ジョブのステータス画面に移動します。
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バックアップのステータス確認

「ジョブ」メニューからジョブを選択すると、ジョブの詳細が確認できます。
「レポートを見る」ボタンからも同じ情報を確認できます。



データ復元
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復元の粒度

仮想マシン：

• 仮想マシン丸ごとを元場所や異なる環境（別ハイパーバイザーやクラウド*）に復元

• ディスク単位の復元

• ファイル/フォルダ単位で元の場所やNASへ復元、ダウンロード

物理マシン：

• マシン丸ごとを仮想環境やクラウド*に復元

• ファイル/フォルダ単位で元の場所やNASへ復元、ダウンロード

ファイルサーバー：

• ファイル・フォルダを元の場所や別のNASへ復元、ダウンロード

アプリケーション：

• Exchangeデータベースまたはメールボックスの復元

• MS SQLやOracleデータベースの復元

• Active DirectoryやSAP HANAマシンの復元

*クラウドへの復元（移行）には別途プレミアムライセンスが必要です
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HYCU画面左「仮想マシン」を選択し、次に対象マシンを選択します

仮想マシンの復元
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仮想マシンの復元

各ボタンの用途はこちら：

[ファイルの復元] ファイル/フォルダ単位の復元を実行

[復元] 仮想マシン全体を元の場所や異なる場所、異なるハイパーバイザー上に復元します

[有効期限を切る] バックアップデータを保持期限切れ（削除）にします（復元ではありません）

[スナップショットの再作成] NutanixやVMware vSAN/vVolスナップショットを再作成します

[アーカイブの実行] 手動でアーカイブジョブを実行（復元ではありません）
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仮想マシンの復元

「VMの復元」ボタンをクリックします

[VMの復元]を選択すると元のマシンを削除し、バックアップデータを元の設定で復元します。

[VMのクローン]を選択し、[次へ]をクリックして、次に進みます。
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仮想マシンの復元

停止状態のVMをバックアップしている場合、

この警告が表示されますが問題ありませんの

で、無視してください。

復元に使用するデータ

・スナップショット

・バックアップ

・コピー

・アーカイブ

を明示的に指定できます。



77

仮想マシンのファイル復元

「ファイルの復元」ボタンをクリックします
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仮想マシンのファイル復元

仮想マシンへの直接復元を実行するには資格情報の

割り当て（権限の付与）が必要です。

資格情報未割り当ての場合は選択できません。
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MS SQLデータベースの復元

「アプリケーション」メニューから対象データベースを選択し、「復元」ボタンをクリックします
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MS SQLデータベースの復元

復元対象のデータベースを選択し、ポイントインタイム

で戻したい任意の時点を入力します。

なるインスタンスを指定し、異なる場所にデータベース

を復元することも可能です。
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MS SQLデータベースの復元

データベースの復元オプションを指定する。



アップグレード（バージョンアップ）
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製品のアップグレード：事前準備

事前に新しいバージョンのイメージをサポートポータルから入手し、
Nutanix PrismまたはvCenterのコンテンツライブラリにアップロードします。
• Nutanixの場合はqcow2イメージ
• VMwareの場合はovfテンプレートとvmdkファイルの２つ

重要：イメージファイルをアップロードする際、hycu-<Version>-<Revision>の
名前ルールで登録します。
例：hycu-5.1.0-2871
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① ジョブの停止
「画面右上の歯車」→「電源オプション」に進み、「すべて一時停止」を選択の上、
保存ボタンをクリックします。

事前作業
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製品のアップグレード

② ソフトウェアのアップグレードに進みます
③ リリースに進み、利用可能なバージョンで
hycu-5.1.0-2871を選択し、ソフトウェアのアップ
グレードボタンをクリックします。



86

製品のアップグレード

④ アップグレード実行中は強制的にサインオフされ、
サインインはできません。
※アップグレードは５分程度で完了します。

⑤アップグレード完了後にサインインします。
画面左下からバージョンがv5.1.0-2871へ更新
されたことが確認できます。

インスタンスは同期のタイミングで自動的にアップ
グレードされ、10分程度で完了します。
インスタンスメニューから確認できます。

※以前のHYCUサーバーは名前を変更して保存しています。
ロールバックが必要な場合はNutanix Prismから以前の
サーバーを起動できます。
アップグレード後、不要であれば削除してください。
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製品のアップグレード

アップグレード中には以下の作業を実行しています。
1. 元のHYCU VMの停止と名前変更

名前付けルールは<HYCUBackupControllerName>_version_<OldHYCUVersion>です
2. 新しいイメージから新規にHYCU VMを作成
3. 元のHYCU VMのデータディスクをクローンし、新しHYCU VMにマウント

元のVMから設定を引き継ぐ為、アップグレード完了後はこれまで通りサインインできます。
問題がないことを確認後、旧HYCU VMは削除しても大丈夫です。
※ブラウザのキャッシュの影響により、HYCU管理画面の表示が古いバージョンのままになっていることがあります。
その場合は、ブラウザのキャッシュを削除してください。

旧HYCU コントローラー

OS
Data

HYCU
Data

新HYCUコントローラー

New 
HYCU

HYCU
Data
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⑥ ジョブの再開
「画面右上の歯車」→「電源オプション」に進み、「再開」を選択の上、
Saveボタンをクリックします。以上です。

事後作業
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